
　観
光
業
界
に
注
目
し
て
ほ
し
い
ソ
ウ
ェ
ト
の「
光
」

　
旅
を
し
て
い
る
と
、
思
わ
ぬ
偶
然
に
遭
遇
す
る
こ
と
が
あ
る
。
昨
年
の
十
二
月
五

日
、
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
元
南
ア
フ
リ
カ
大
統
領
が
亡
く
な
っ
た
が
、
訃
報
を
聞

く
十
日
ほ
ど
前
、
私
は
期
せ
ず
し
て
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
に
滞
在
し
て
い
た
。

南
ア
フ
リ
カ
に
は
、
こ
れ
ま
で
何
度
と
な
く
訪
れ
て
い
た
が
、
マ
ン
デ
ラ
が
終
身

刑
を
受
け
て
ロ
ベ
ン
島
に
収
監
さ
れ
る
以
前
の
自
宅
が
あ
り
、
反
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト

運
動
の
拠
点
で
も
あ
っ
た
南
ア
フ
リ
カ
最
大
の
旧
黒
人
居
住
区
、
ソ
ウ
ェ
ト
に
行
っ

た
の
は
そ
の
時
が
初
め
て
だ
っ
た
。

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
の
時
代
、
有
色
人
種
は
法
律
に
よ
っ
て
住
む
場
所
を
定
め
ら
れ
、

そ
れ
ら
は
「
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
ス
」
と
呼
ば
れ
た
。
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
の
南
西
に
あ
っ

た
こ
と
か
ら
「
サ
ウ
ス
・
ウ
エ
ス
タ
ン
・
タ
ウ
ン
シ
ッ
プ
ス
」、
略
し
て
ソ
ウ
ェ
ト
（
Ｓ

Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｔ
Ｏ
）
で
あ
る
。

ソ
ウ
ェ
ト
と
い
う
と
、
日
本
で
は
、
も
っ
ぱ
ら
治
安
の
悪
さ
が
強
調
さ
れ
、
貧
困

層
の
住
む
ス
ラ
ム
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
実
際
に
行
っ
て
み
る
と
、
そ

れ
は
、
ソ
ウ
ェ
ト
の
一
面
で
あ
っ
て
、
す
べ
て
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

人
口
は
約
四
百
万
人
。
貧
困
層
が
多
い
一
方
で
、
少
な
か
ら
ぬ
数
の
中
間
層
や
富

裕
層
も
い
る
。
モ
ダ
ン
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
ホ
テ
ル
も
あ
り
、
そ
れ
ら
の

経
営
者
が
ソ
ウ
ェ
ト
出
身
の
黒
人
で
あ
る
こ
と
に
も
驚
か
さ
れ
た
。
成
功
し
て
豊
か

に
な
っ
て
も
彼
ら
は
、ソ
ウ
ェ
ッ
タ
ン
（
ソ
ウ
ェ
ト
っ
子
）
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、

こ
こ
に
住
み
続
け
て
い
る
の
だ
。
随
一
の
繁
華
街
で
あ
る
フ
ィ
ラ
カ
ジ
ス
ト
リ
ー
ト

に
は
、
ネ
ル
ソ
ン
・
マ
ン
デ
ラ
と
デ
ズ
モ
ン
ド
・
ツ
ツ
大
司
教
と
い
う
二
人
の
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
受
賞
者
の
家
が
あ
り
、
２
０
１
０
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
そ
し
て
マ

ン
デ
ラ
の
追
悼
式
典
が
行
わ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
も
ま
た
、ソ
ウ
ェ
ト
に
あ
る
。

私
が
滞
在
し
た
ソ
ウ
ェ
ト
唯
一
の
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
、
ソ
ウ
ェ
ト
・
ホ
テ
ル
＆
コ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
・
セ
ン
タ
ー
は
、
ク
リ
ッ
プ
タ
ウ
ン
と
い
う
エ
リ
ア
に
あ
っ
た
。
ソ
ウ
ェ
ト

の
中
で
も
貧
困
層
の
多
い
地
域
で
、
ホ
テ
ル
と
は
鉄
道
の
線
路
を
一
本
隔
て
て
、
ス

ラ
ム
街
が
広
が
っ
て
い
る
。

到
着
の
翌
日
、
私
は
、
ソ
ウ
ェ
ト
の
一
日
観
光
を
ホ
テ
ル
に
依
頼
し
て
い
た
。
ま

ず
は
周
囲
を
歩
い
て
観
光
す
る
と
い
う
。
最
初
の
見
学
場
所
は
ホ
テ
ル
の
目
の
前
だ

と
言
わ
れ
、
初
め
て
気
が
つ
い
た
の
だ
が
、
ホ
テ
ル
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
真
向
か
い

に
箱
の
よ
う
な
建
物
が
あ
っ
た
。

そ
こ
は
「
自
由
憲
章
」
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
だ
っ
た
。

そ
う
か
、
こ
こ
は
後
に
新
生
南
ア
フ
リ
カ
憲
法
の
基
礎
と
な
る
、
あ
の
自
由
憲
章

が
一
九
五
五
年
に
採
択
さ
れ
た
場
所
だ
っ
た
の
だ
。

ホ
テ
ル
が
立
つ
「
自
由
広
場
（Freedom

 Square

）」
と
い
う
名
前
も
そ
れ
に

ち
な
ん
で
い
る
。「
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
シ
ス
ル
広
場
」
と
い
う
別
名
は
、
当
時
、
Ａ
Ｎ
Ｃ

（
ア
フ
リ
カ
民
族
会
議
）
の
書
記
長
だ
っ
た
人
物
の
名
前
に
由
来
す
る
。
マ
ン
デ
ラ
は

ソ
ウ
ェ
ト
と
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ

旅
行
作
家　
　
　
　

山
口
　
由
美
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釈
放
後
、
Ａ
Ｎ
Ｃ
を
率
い
て
、
初
め
て
の
黒
人
大
統
領
に
選
出
さ
れ
る
が
、
そ
の
マ

ン
デ
ラ
を
Ａ
Ｎ
Ｃ
に
誘
っ
た
の
が
シ
ス
ル
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。
ホ
テ
ル
の
外
壁
に
は
、

眼
鏡
を
か
け
た
シ
ス
ル
と
、
そ
し
て
若
き
日
の
マ
ン
デ
ラ
の
顔
が
イ
ラ
ス
ト
で
描
か

れ
て
い
た
。

そ
の
若
者
の
顔
が
当
初
、
マ
ン
デ
ラ
だ
と
気
づ
か
な
か
っ
た
の
は
、
私
た
ち
の
見

慣
れ
た
晩
年
の
柔
和
な
笑
顔
で
は
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
客
室
に
掲
げ
ら
れ
た
マ
ン
デ

ラ
の
写
真
も
ま
た
、
若
き
日
の
闘
士
を
思
わ
せ
る
顔
だ
っ
た
。
自
由
憲
章
の
採
択
後
、

間
も
な
く
彼
は
武
装
闘
争
の
リ
ー
ダ
ー
に
抜ば

っ
て
き擢

さ
れ
る
。
長
年
、非
暴
力
を
モ
ッ
ト
ー

に
反
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
活
動
を
行
っ
て
き
た
Ａ
Ｎ
Ｃ
だ
っ
た
が
、
組
織
を
非
合
法
化

し
暴
力
で
封
じ
込
め
よ
う
と
す
る
当
時
の
政
府
の
や
り
方
に
、
平
和
的
解
決
を
諦
め

た
の
だ
。
国
家
反
逆
罪
に
よ
り
終
身
刑
と
な
っ
た
彼
が
再
び
非
暴
力
に
よ
る
和
解
と

許
し
を
説
く
心
境
に
至
る
の
は
、
長
い
獄
中
生
活
の
日
々
に
お
い
て
で
あ
る
。

自
由
憲
章
は
、
民
族
の
自
由
と
平
等
、
平
和
と
友
情
を
誓
う
平
易
な
文
言
の
十

カ
条
か
ら
成
る
。
広
場
に
は
、
条
文
の
内
容
を
か
た
ど
っ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
や
条
文

を
刻
み
込
ん
だ
礎
石
を
守
る
よ
う
に
立
つ
塔
が
あ
っ
た
。
こ
こ
は
、
今
あ
る
南
ア
フ

リ
カ
と
い
う
国
の
原
点
で
あ
り
、
彼
ら
が
勝
ち
取
っ
た
民
主
主
義
の
あ
り
よ
う
を
示

す
場
所
な
の
だ
。

そ
れ
な
の
に
、
日
本
語
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
観
光
局
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
こ

れ
ら
の
広
場
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
関
す
る
記
述
が
一
切
な
い
。

十
一
月
、
南
ア
フ
リ
カ
は
、
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
の
季
節
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
た
。

紫
色
の
小
さ
な
花
が
樹
木
い
っ
ぱ
い
に
咲
き
誇
る
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
は
、
桜
を
ほ
う
ふ

つ
さ
せ
る
か
ら
だ
ろ
う
、
日
本
人
観
光
客
に
人
気
が
高
い
。
花
の
盛
り
の
十
月
は
、

日
本
人
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
い
て
は
、
書
き
入
れ
時
の
ト
ッ
プ
シ
ー
ズ
ン
だ
。
確
か
に

花
は
美
し
い
。
で
も
、
南
ア
フ
リ
カ
の
魅
力
は
南
米
原
産
の
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
だ
け
で

は
な
い
の
に
、
と
私
は
思
う
。
欧
米
人
観
光
客
に
は
、
ソ
ウ
ェ
ト
の
観
光
ツ
ア
ー
は

人
気
が
高
く
、
南
ア
フ
リ
カ
を
旅
す
る
目
的
の
ひ
と
つ
に
も
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

日
本
で
は
ソ
ウ
ェ
ト
と
聞
く
だ
け
で
誰
も
が
及
び
腰
に
な
り
、
こ
の
美
し
い
国
の
宝

が
そ
こ
に
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
も
し
な
い
。

訃
報
の
後
、
マ
ン
デ
ラ
亡
き
後
の
南
ア
フ
リ
カ
を
展
望
す
る
新
聞
記
事
の
中
に
も
、

「
影
」
の
象
徴
と
し
て
ソ
ウ
ェ
ト
の
ク
リ
ッ
プ
タ
ウ
ン
の
写
真
が
あ
っ
た
。
隣
の
広
場

に
は
こ
の
国
の
「
光
」
も
あ
る
の
に
、
そ
こ
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
が
、
ソ

ウ
ェ
ト
の
光
に
注
目
す
べ
き
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
よ
り
も
観
光
業
の
役
割
な
の
か

も
し
れ
な
い
。
観
光
と
は
、「
光
」
を
観み

る
も
の
な
の
だ
か
ら
。（

や
ま
ぐ
ち　

ゆ
み
）
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自由広場（Freedom Square）の塔で南アフリカの
民主主義の原点「自由憲章」と向き合う

若き日のマンデラと、シスルの拳の上に描かれたFREEDOM CHARTER（「自由憲章」）の文字
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
の
美
し
さ
と
と
も
に
日
本
人
観
光
客
に

見
て
ほ
し
い
、南
ア
フ
リ
カ
の
歴
史
を
刻
む
観
光
資
源
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